
資
料
紹
介

八
代
村
庄
屋
菊
池
家
の
節
句
飾
り
資
料
に
つ
い
て

宇
都
宮
　
美
　
紀

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
『
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
抜
刷

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
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本
資
料
紹
介
で
取
り
上
げ
る
八
代
村
庄
屋
菊
池
家
に
残
っ
た
雛
人
形
や
五
月
人
形
等
の
節

句
飾
り
資
料
（
以
下
、「
節
句
飾
り
資
料
」）
は
、
平
成
八
年
度
及
び
平
成
一
〇
年
度
に
菊
池

透
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
八
代
村
庄
屋
菊
池
家
資
料
（
以
下
、「
菊
池
家
資
料
」）
に
含
ま
れ
て

い
る
。
菊
池
家
は
宇
和
島
藩
領
八
代
村
（
現
八
幡
浜
市
八
代
）
の
庄
屋
を
勤
め
た
家
で
あ
る
。

「
菊
池
家
資
料
」
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
食
膳
具
類
や
衣
服
・
ハ
ギ
レ

類
、
信
仰
関
係
資
料
、
生
活
用
具
、
近
代
文
書
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
資
料
群
と
な
っ
て
い
る
。

県
内
に
お
け
る
雛
節
句
や
五
月
節
句
に
つ
い
て
は
、『
愛
媛
県
史
』
民
俗
編
下（1）

に
各
地
域

の
習
俗
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
後
期
頃
に
は
、
県
内
の
各
藩
に
お
い
て
た

び
た
び
倹
約
令
が
出
さ
れ
、
雛
飾
り
や
五
月
飾
り
の
自
粛
が
命
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
資
料
の
残
存
が
少
な
く
、
庶
民
が
ど
の
よ
う
に
雛
飾
り
や
五
月
飾
り
に
関
わ
っ
て
い

た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
そ
の
問
題
の
一
つ
に
は
、『
愛
媛
県
史
』
民
俗
編
下（2）

の
雛
祭
り
の
項

に
お
い
て
、「
雛
（
人
形
）
は
節
供
が
済
む
と
流
す
の
が
本
義
で
あ
る
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か

丁
寧
に
紙
な
ど
で
包
ん
で
し
ま
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
中
略
）
嫁
入
り
の
時
に
は
自
分
の

雛
を
持
っ
て
行
く
風
も
あ
る
。
ま
た
女
が
死
亡
し
た
と
き
や
古
雛
は
氏
神
な
ど
の
雛
捨
場
に

納
め
た
り
、
海
や
川
に
流
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
資
料
自
体
が
残
る
条
件
が
非
常
に
低
い
こ

と
が
も
っ
と
も
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
愛
媛
に
お
け
る
雛
飾
り
や
五
月
飾
り
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は

断
片
的
で
難
し
い
が
、
菊
池
家
の
「
節
句
飾
り
資
料
」
の
内
容
を
ま
と
め
、
宇
和
島
藩
の
触

書
の
記
述
と
比
較
を
し
な
が
ら
、
そ
の
様
相
の
一
端
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

一
、
は
じ
め
に

「
菊
池
家
資
料
」
に
含
ま
れ
る
「
節
句
飾
り
資
料
」
は
、（
表
１
）
の
資
料
目
録
の
と
お
り

で
あ
る
。
総
点
数
は
七
一
点
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
長
櫃
に
混
在
し
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、

あ
る
時
期
に
家
に
残
っ
て
い
た
雛
人
形
と
五
月
人
形
を
ま
と
め
て
収
納
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
人
形
の
保
存
状
態
は
良
好
と
は
言
い
難
く
、
虫
菌
害
や
鼠
害
の
被
害
が
大
き
く
み
ら

れ
る
も
の
も
あ
る
。「
節
句
飾
り
資
料
」
に
関
連
す
る
古
文
書
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て

お
ら
ず
、
聞
き
取
り
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
持
ち
主
や
購
入
時
期
な
ど
不
明
な
点
も

多
い
。
雛
飾
り
に
関
係
し
た
と
推
測
さ
れ
る
資
料
と
五
月
飾
り
に
関
係
し
た
と
推
測
さ
れ
る

資
料
の
二
つ
に
分
類
す
る
と
、
雛
飾
り
は
四
六
点
、
五
月
飾
り
は
二
五
点
で
あ
る
。

（
一
）
雛
飾
り
資
料
に
つ
い
て

雛
飾
り
資
料
の
う
ち
、
ま
ず
御
殿
飾
り
（
写
真
１
）
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
き
た
い
。
御

殿
の
材
質
に
は
檜
を
用
い
、
す
べ
て
組
み
立
て
式
で
、
五
三
の
パ
ー
ツ
に
分
か
れ
る
。
法
量

は
高
さ
七
三
、
二
㎝
、
奥
行
五
〇
、
六
㎝
、
幅
七
三
、
二
㎝
で
あ
る
。
収
納
方
法
は
、
屋
根

の
み
を
納
め
る
木
箱
と
、
御
殿
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
二
つ
の
木
箱
に
屋
根
を
除
く
各
部
品

が
す
べ
て
収
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
御
殿
は
御
所
を
モ
デ
ル
に
作
ら
れ
る
が
、
正
確
な

表
現
で
は
な
く
多
分
に
脚
色
が
入
っ
て
い
る
。
当
資
料
は
向
か
っ
て
左
側
に
御
所
の
紫
宸
殿

を
模
し
た
建
物
、
渡
り
廊
下
を
挟
ん
で
右
側
に
は
裃
姿
の
供
侍
が
控
え
る
建
物
を
組
み
合
わ

せ
た
建
物
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
御
殿
を
納
め
る
箱
に
見
ら
れ
る
貼
り
紙
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
本
資
料
の
御

殿
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
屋
根
を
納
め
る
木
箱
と
御
殿
の
土
台
を
兼
ね
る
木
箱
が
二
つ
、

併
せ
て
三
つ
の
木
箱
が
あ
る
。
御
殿
飾
り
の
屋
根
部
分
を
納
め
る
木
箱
の
貼
付
さ
れ
た
二
枚

の
紙
に
は
以
下
の
文
面
が
書
か
れ
て
い
る
。

二
、
節
句
飾
り
資
料
に
つ
い
て

資
料
紹
介

八
代
村
庄
屋
菊
池
家
の
節
句
飾
り
資
料
に
つ
い
て

宇
都
宮
　
美
　
紀
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写真1 御殿飾り

写真3 供侍

写真4 立雛

写真2 内裏雛
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（
蓋
に
貼
付
）

「
御
殿
　
菊
池
孫
太
郎
」

（
側
面
に
貼
付
）

「
豫
洲
八
幡
濱

菊
池
古
兵
衛
様
　

大
坂
北
御
堂
前

金

近
江
屋
弥
兵
衛

仕
雛
御
殿
人
形
飾
り
具
足
□
（
一
文
字
判
読
不
明
）
幟
入
所
」

蓋
に
貼
付
さ
れ
た
貼
り
紙
の
「
菊
池
孫
太
郎
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
御
殿
の
送
り
主
と
考

え
ら
れ
る
。
菊
池
孫
太
郎
は
明
治
初
期
の
書
簡
類
に
も
そ
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
菊
池
家
と
親
戚
関
係
に
あ
た
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
箱
の
側
面
に
貼
付
さ
れ
た
貼

り
紙
の
「
菊
池
古
兵
衛
」
に
つ
い
て
は
、
資
料
調
査
時
の
歴
代
位
牌
や
八
幡
浜
市
民
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ
た
古
文
書
な
ど
か
ら
十
二
代
当
主
の
菊
池
古
兵
衛
春
直
（
一
八
一
七
〜
一
八
九

五
）
で
あ
る
。
菊
池
古
兵
衛
春
直
は
、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
一
）
に
は
八
代
村
庄
屋
に
勤

め
て
い
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は
、
八
代
村
庄
屋
と
し
て
十
三
代
菊
池
久
三
春
歳

の
名
前
が
見
ら
れ
る
た
め
、
お
そ
ら
く
そ
の
頃
に
は
隠
居
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
明
治
二

八
年
（
一
八
九
五
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

御
殿
の
販
売
元
で
あ
る
「
金

近
江
屋
弥
兵
衛
」
に
つ
い
て
は
、
同
名
の
人
物
を
見
つ
け

る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
嘉
永
四
年
刊
行
「
励
の
魁
」（3）

の
「
人
形
売
捌
や
　
東
ミ
ト
ウ
南
　
近

江
屋
源
兵
衛
」
や
慶
応
三
年
刊
行
「
浪
花
買
物
独
案
内
」（4）

の
「
安

雛
人
形
節
句
御
錺
物
仕
入

所
　
御
堂
筋
備
後
町
北
入
　
近
江
屋
安
兵
衛
」
が
あ
り
、
大
阪
御
堂
筋
辺
り
に
近
江
屋
を
名

乗
る
店
舗
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
軒
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

御
殿
の
土
台
と
し
て
も
使
用
す
る
木
箱
に
は
以
下
の
貼
り
紙
が
あ
る
。

（
側
面
に
貼
付
）

「
□
（
一
文
字
判
読
不
明
）
亥
（
朱
印
）

六
貫
五
百
七
拾
目
」

こ
の
貼
り
紙
に
あ
る
「
六
貫
五
百
七
拾
目
」
は
御
殿
の
販
売
も
し
く
は
購
入
価
格
と
推
測

さ
れ
る
。

御
殿
飾
り
に
付
属
し
た
人
形
は
、
内
裏
雛
（
写
真
２
）、
三
人
官
女
、
供
侍
（
写
真
３
）、

随
身
、
仕
丁
と
続
く
。
尉
と
姥
に
つ
い
て
は
、
人
形
の
大
き
さ
や
人
形
の
土
台
に
用
い
ら
れ

て
い
る
木
台
が
仕
丁
と
ほ
ぼ
同
様
の
着
色
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
の
人
形
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
道
具
類
と
し
て
雪
洞
、
桜
、
橘
が
あ
る
が
、
こ
の
御
殿
飾

り
に
付
属
し
た
も
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
。
人
形
は
顔
や
手
足
な
ど
が
桐
粉
と
生
麩
を

練
り
合
わ
せ
た
も
の
（
桐
塑
）
に
胡
粉
を
か
け
て
作
ら
れ
て
い
る
。
頭
は
幸
い
完
形
で
残
っ

て
い
る
が
、
手
足
は
温
湿
度
の
変
化
に
よ
っ
て
桐
粉
と
正
麩
が
分
解
し
て
脆
く
破
損
・
紛
失

し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
形
に
関
し
て
は
、
男
雛
は
冠
を
頭
と
一
緒
に
つ
く

る
共
冠
に
な
っ
て
お
り
、
女
雛
に
は
金
細
工
の
宝
冠
が
付
属
し
て
い
る
。
三
人
官
女
は
座
り

姿
一
体
と
立
ち
姿
二
体
で
、
三
方
、
銚
子
、
長
柄
銚
子
が
付
属
し
て
い
る
。
侍
は
裃
を
身
に

つ
け
た
座
姿
、
随
身
は
武
官
風
の
装
束
を
身
に
つ
け
、
弓
は
紛
失
し
て
い
る
が
羽
の
付
い
た

矢
が
付
属
し
て
い
る
。
仕
丁
は
白
布
製
の
狩
衣
を
着
用
し
て
い
る
も
の
が
一
般
的
だ
が
、
本

資
料
で
は
一
体
以
外
は
町
人
風
の
衣
裳
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
仕
丁
は
別
名
が
三
人
上
戸
と

も
呼
ば
れ
る
が
、
本
資
料
の
頭
は
小
さ
い
な
が
ら
も
そ
の
泣
・
笑
・
怒
を
表
わ
し
て
い
る
。

御
殿
を
中
心
に
人
形
を
飾
る
雛
飾
り
に
つ
い
て
は
、
喜
田
川
守
貞
著
「
守
貞
漫
稿
」（5）

（
一

八
三
七
〜
五
三
）
の
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

京
阪
の
雛
遊
び
は
、
壇
二
段
ば
か
り
に
赤
毛
氈
を
掛
け
、
上
段
に
は
幅
尺
五
、
六
寸
、

高
さ
も
こ
れ
と
同
じ
ば
か
り
の
無
屋
根
の
御
殿
の
形
を
居
へ
、
殿
中
に
夫
婦
一
対
の
小

雛
を
居
へ
、
階
下
左
右
に
随
身
二
人
、
お
よ
び
桜
と
橘
二
樹
を
並
べ
飾
る
を
普
通
と
す
。

ま
た
近
年
、
豆
御
殿
と
号
け
、
尺
ば
か
り
に
て
屋
根
あ
る
物
を
造
り
飾
る
も
あ
り
。

他
は
右
に
准
ず
る
な
り
。

当
資
料
に
は
屋
根
が
付
い
て
お
り
、「
無
屋
根
の
御
殿
」
で
は
な
く
後
述
の
「
豆
御
殿
と
号

け
、
尺
ば
か
り
に
て
屋
根
の
あ
る
物
」
と
い
わ
れ
る
屋
根
付
き
の
御
殿
に
あ
た
る
。
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天
保
一
四
年
に
宇
和
島
藩
内
の
村
々
に
出
さ
れ
た
倹
約
に
関
す
る
「
此
度
質
素
節
倹
筋
御

触
書
」（6）

に
は
「
一
、
雛
飾
之
義
質
素
第
一
ニ
致
、
幅
一
間
ニ
限
可
申
、
屋
臺
等
一
切
無
用
之

事
」
と
い
う
条
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
屋
臺
」
が
御
殿
を
示
し
て

い
る
と
す
れ
ば
、
御
殿
飾
り
は
高
価
で
贅
沢
な
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
宇
和
島
藩
に
お
い
て

も
上
方
の
御
殿
飾
り
が
庶
民
好
み
の
雛
飾
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
「
雛
飾
り
資
料
」
の
う
ち
御
殿
飾
り
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
貼
付
さ
れ
た
貼

り
紙
と
い
う
限
ら
れ
た
情
報
や
形
式
を
総
合
し
て
み
る
と
、
お
そ
ら
く
十
二
代
当
主
菊
池
古

兵
衛
の
娘
の
初
節
句
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
め
頃
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

衣
裳
人
形
は
、
染
め
物
や
織
物
の
裂
地
で
仕
立
て
た
衣
服
を
着
せ
た
人
形
を
さ
す
総
称
で

あ
り
、
雛
人
形
の
大
部
分
も
含
ま
れ
る
が
、
一
般
的
に
雛
人
形
や
五
月
人
形
な
ど
を
別
に
し

て
、
衣
裳
を
着
せ
た
人
形
を
一
括
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
狆
曳
き
官
女
や
太
田

道
灌
の
ほ
か
、
打
掛
姿
の
女
性
の
人
形
や
能
場
面
を
あ
ら
わ
し
た
人
形
な
ど
を
分
類
し
た
。

こ
の
う
ち
、
花
見
や
歌
合
わ
せ
の
様
子
を
あ
ら
わ
し
た
人
形
（
資
料
番
号
15
〜
19
）
は
、
資

料
番
号
28
、
29
の
木
箱
に
こ
れ
ら
衣
裳
人
形
を
収
め
て
い
た
と
考
え
る
。
資
料
番
号
29
に
は

「
極
上
七
寸
　
三
人
立
花
見
」
と
貼
り
紙
が
あ
り
、
七
寸
、
約
二
一
㎝
の
人
形
三
体
が
収
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
推
定
し
て
い
る
花
見
の
衣
裳
人
形
（
資
料
番
号
15
〜
17
）

は
ほ
ぼ
そ
の
大
き
さ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
木
箱
に
は
「
西
京
　
□
（
鍵
の
絵
）
力
仕
入
」

と
の
貼
り
紙
の
記
さ
れ
て
お
り
、
御
殿
と
同
様
に
大
阪
か
ら
購
入
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

立
雛
（
資
料
番
号
10
・
写
真
４
）
は
、
素
朴
な
作
り
の
頭
に
、
厚
み
の
あ
る
紙
で
作
ら
れ

た
小
袖
に
袴
姿
の
男
雛
と
筒
状
の
体
を
小
袖
に
見
立
て
細
い
帯
姿
の
女
雛
の
一
対
で
あ
る
。

雛
の
小
袖
に
は
松
竹
梅
が
型
紙
で
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
当
該
資
料
の
立
雛
に
頭
や
小
袖

の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
細
部
ま
で
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
資
料
が
、
西
澤
笛
畝
・
久
保
田
米
斎
編

『
雛
百
種
』（7）

の
下
巻
に
「
土
佐
卯
之
町
立
雛
　
紙
製
泥
絵
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
土
佐
卯

之
町
立
雛
」
の
名
称
の
う
ち
卯
之
町
は
土
佐
（
高
知
県
）
に
は
見
つ
か
ら
ず
、
卯
之
町
は
愛

媛
県
西
予
市
の
地
名
に
あ
る
が
、
立
雛
が
作
ら
れ
て
い
た
と
の
伝
承
や
記
録
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
同
様
の
立
雛
は
、
國
府
田
範
造
編
著
『
工
藝
百
科
大
圖
鑑
』（8）

の
下
巻
に
「
土
佐
立

雛
」
の
名
称
で
図
像
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
高
知
地
方
で
作
ら
れ
て
い
た
立
雛
と
解
釈
す
る

の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
同
種
の
立
雛
は
伊
予
市
の
商
家
（
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
生

ま
れ
）
に
も
残
っ
て
お
り
、
明
治
時
代
に
は
愛
媛
県
内
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。こ

の
他
に
洋
装
の
人
形
も
含
ま
れ
て
い
る
。
一
体
は
桐
塑
製
の
日
本
人
形
に
ビ
ロ
ー
ド
の

洋
服
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
、
も
う
一
体
は
お
が
屑
を
固
め
た
体
に
、
顔
の
部
分
に
は
セ
ル

ロ
イ
ド
の
お
面
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
洋
風
の
人
形
は
明
治
時
代
後
期
か
ら
大

正
時
代
に
か
け
て
女
の
子
の
玩
具
と
し
て
多
く
作
ら
れ
、
雛
壇
に
一
緒
に
飾
ら
れ
た
り
し
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
一
緒
に
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
人
形
の
一
つ
と
い
え
る
。

（
二
）
五
月
飾
り
に
つ
い
て

紙
幟
は
、
幅
三
三
、
二
㎝
、
長
二
〇
四
、
八
㎝
で
五
枚
あ
り
、
各
々
の
幟
に
は
上
部
に
隅

切
り
角
に
違
い
鷹
の
羽
の
紋
を
押
し
、
尉
・
姥
・
松
・
竹
・
梅
と
お
め
で
た
い
図
柄
が
描
か

れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
五
月
飾
り
も
雛
飾
り
と
同
様
に
い
く
つ
か
倹
約
令
が
出
さ
れ
て
お

り
、
天
保
一
四
年
、
宇
和
島
藩
内
の
村
々
に
出
さ
れ
た
倹
約
に
関
す
る
「
此
度
質
素
節
倹
筋

御
触
書
」（9）

に
は
、
端
午
幟
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
端
午
幟
之
義
、
鑓
長
刀
之
他
人
形
虎
鷹
之
類
一
切
無
用
、
鑓
長
刀
迚
も
元
来
郷
中

不
相
當
之
品
に
而
庄
屋
格
以
上
并
身
代
在
之
者
之
外
相
扣
可
申
事

一
、
同
幟
之
儀
左
之
通
相
心
得
、
此
上
太
造
之
義
堅
致
間
敷
事

長
幟
長
サ
三
間
半
以
下
、
角
幟
幅
一
間
半
以
下
竿
者
八
寸
以
下
ニ
限
可
申
、
尤
木

綿
幟
無
用
紙
ニ
限
可
申
事
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
幟
は
立
て
る
こ
と
は
許
可
し
て
い
る
が
、
鑓
や
長
刀
の
他
人
形
、
虎
、

鷹
は
禁
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
幟
に
つ
い
て
も
細
か
い
規
制
を
設
け
、
幟
の
長
さ
が
三
間
半

以
下
（
約
六
三
六
、
三
㎝
）、
角
幟
（
四
半
旗
カ
）
は
幅
一
間
半
以
下
（
約
二
七
二
、
七
㎝
）、

使
用
す
る
竿
の
太
さ
が
八
寸
以
下
（
約
二
四
、
二
㎝
）、
幟
の
素
材
も
木
綿
を
禁
じ
て
紙
に
限

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
幟
を
見
て
ゆ
く
と
、
特
に
素
材
に
紙
を

使
用
し
て
い
る
点
は
江
戸
時
代
後
期
の
幟
の
ス
タ
イ
ル
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
興
味
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深
い
。

人
形
は
九
体
を
確
認
し
た
が
、
状
態
の
悪
い
も
の
が
多
か
っ
た
た
め
、
ど
の
よ
う
に
組
み

合
わ
せ
て
飾
ら
れ
て
い
た
か
判
然
と
し
な
い
。
比
較
的
状
態
の
良
い
楠
正
成
と
正
行
親
子
の

桜
井
の
別
れ
の
場
面
を
あ
ら
わ
し
た
人
形
は
、
大
人
顔
を
し
た
頭
で
あ
る
。
こ
の
他
に
状
態

は
悪
い
が
旗
指
物
や
立
傘
な
ど
を
持
た
せ
た
と
思
わ
れ
る
従
者
人
形
が
三
体
あ
り
、
大
将
や

人
気
の
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
神
功
皇
后
と
武
内
宿
禰
な
ど
従
者
の
主
人
に
あ
た
る
人
形
が
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。
大
人
顔
の
人
形
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
流
行
し
た
と
い

わ
れ
、
大
正
時
代
に
は
い
る
と
次
第
に
子
供
顔
の
頭
を
持
つ
人
形
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

昭
和
時
代
に
は
大
半
が
子
供
顔
の
愛
ら
し
い
人
形
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
当

資
料
の
中
に
も
子
供
顔
の
武
者
人
形
が
含
ま
れ
て
お
り
、
人
形
の
流
行
の
移
り
変
わ
り
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
に
張
り
子
の
体
に
毛
植
え
し
た
飾
り
馬
二
体
が
あ
る
。

菊
池
家
の
「
節
句
飾
り
資
料
」
は
関
連
す
る
文
書
や
資
料
に
関
す
る
聞
き
取
り
も
出
来
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
時
代
や
そ
の
背
景
を
検
討
が
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
江

戸
時
代
後
期
の
宇
和
島
藩
が
出
し
た
触
書
を
通
し
て
菊
池
家
の
雛
飾
り
を
み
て
ゆ
く
こ
と
で
、

京
都
や
大
阪
で
流
行
し
た
御
殿
飾
り
が
好
ま
れ
、
海
運
を
利
用
し
て
取
り
寄
せ
て
飾
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
当
資
料
か
ら
確
認
で
き
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
近
世
の
雛
飾
り
や
五
月
飾
り
は

残
存
状
況
が
低
い
た
め
そ
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
近
代
以
降
も
含
め

て
事
例
を
集
め
て
い
く
こ
と
で
、
節
句
飾
り
の
傾
向
や
流
通
経
路
な
ど
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
、
お
わ
り
に

註（1）

愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
媛
県
史
』
民
俗
編
下
、
愛
媛
県
、
一
九
八
三
年
。

（2）

註
（1）
に
同
じ
、
四
九
六
頁
。

（3）

山
田
徳
兵
衛
編
『
図
説
日
本
の
人
形
史
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一
年
、
一
九
三
頁
。

（4）

註
（3）
に
同
じ
、
一
九
四
頁
。

（5）

喜
田
川
守
貞
著
『
近
世
風
俗
志
（
守
貞
謾
稿
）
四
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。

（6）

城
川
町
教
育
委
員
会
『
城
川
の
古
文
書
―
遊
子
谷
村
別
宮
家
史
料
集
―
』
城
川
町
教
育
委
員
会
、
一
九

九
五
年
。

（7）

西
澤
笛
畝
・
久
保
田
米
斎
共
編
『
雛
百
種
』
芸
艸
堂
、
一
九
一
五
年
。

（8）

國
府
田
範
造
編
著
『
工
藝
百
科
大
圖
鑑
』
下
巻
、
村
田
書
店
、
一
九
七
七
年
。

（9）

註
（6）
に
同
じ
。
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1

整理
番号 資　料　名 数量 法　量（㎝） 備　　　　考

御殿 1
幅：121.3、奥行：50.6、
高：73.2

貼紙「御殿　菊池孫太郎」「豫洲八幡濱　菊池古兵
衛様　大坂北御堂前　　　近江屋弥兵衛　雛御殿人
形飾り具足□幟仕入所」「□亥（朱印） 六貫五百
七拾目」

2 内裏雛 2
（男雛）高：11.5（女雛）
高：14.5

3 三人官女 3 高：12.2、12.0、6.7

4 随身 2
高：15.2（台共）、高：
14.8（台共） 手足破損有り

5 侍 2 高：7.8、高：7.6 手破損有り

6 仕丁 3
高：11.0（台共）、高：
9.1、高：10.0（台共） 手、足破損有り

7 尉と姥 2
（尉）高：16.0（台共）、
（姥）高：15.8（台共） 熊手欠

8 土人形（鶏） 2 高：5.2、高：3.6

9 桜・橘 2 高：30.2

10 立雛 2
（男雛）高：26.3、（女
雛）高：14.5

11 雪洞 2 高：40.8 台裏に墨書有り「明治十四年己旧二月講求　價五銭」

12 衣装人形（囃子） 2 高：15.3、高：15.2

従者の足破損有り

顔部分に破損有り

13 衣裳人形（狆引き） 1 高：24.8

14 衣裳人形（太田道灌） 2 高：23.3、高：15.2

15 衣裳人形（花見） 1 高：17.6

16 衣裳人形（花見） 1 高：23.0

17 衣裳人形（花見） 1 高：24.2

18 衣裳人形（歌会） 1 高：23.8

19 衣裳人形（歌会） 1 高：24.7

20 衣裳人形（奥女中） 1 高：26.4（台共）

21 衣裳人形（女中） 1 高：18.0

22 能人形 1 高：20.0（台共）

23 衣裳人形（春駒持ち） 1 高：17.8

24 衣裳人形（童踊） 3
高：20.3（台共）、高：
20.0（台共）、高：20.2
（台共）

25

洋装人形

洋装人形（女学生） 1 高：13.0

足破損有り、顔にセルロイド使用26

桜

1 高：18.0

15の付属品カ27 1 高：35.8

（表１）八代菊池家節句飾り資料目録
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貼紙「小雛三人立　清家定寿」「五百五十匁」「徳印
平三人立　吉野山」「十六（朱字）」28

花見三人立（木箱のみ）

1
横：14.6、奥行：20.0、
高：9.2

「花見三人立　菊池清治　同五平」 「西京　□
（鍵の絵）力仕入（朱印）」「極上七寸　三人立花見
印（朱印）」 「〆四百七十匁」

29

じ世うと姥（木箱のみ）

1
横：20.2、奥行：23.4、
高：12.4

「キン分　じ世うと姥　壱躰」「□寸　高砂」30

紙幟（尉、姥、松、竹、
梅）

1
横：16.3、奥行：19.8、
高：10.5

隅切り角に違い鷹の羽の紋31

神武天皇

5
幅：33 .2×長：204 .8
（本紙のみ）

32

楠木正成・正行（桜井
の別れ）

1 高：35.3（台共）

33

竹田人形

2
（正成）高：37.1、（正
行）高：24.5

胴部分破損34

従者（Ａ）

1 高：40（推定）

足破損35

従者（Ｂ）

1 高：25.5

足破損、書き眼36

従者（Ｃ）

1 高：22.5

足部破損37

飾り馬

1 高：30.5

首と胴の接着面はがれ38

武者人形

2 高：42

足破損39

武者人形

1 高：27.5

40

幟

1 高：29.5

41

幟（２）、傘

2 長：32.5、長：31.5

42

矢立て

3
長：55 .7、長：72 .0、
長：62.0

43 1 高：37.8

44 飾り太刀 1 長：33.6

45 弓 1 長：39.8

36の付属品カ46 烏帽子 1 高：8.0

小雛三人立（木箱のみ）

整理
番号 資　料　名 数量 法　量（㎝） 備　　　　考
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